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奈良盆地の地図

出典：国土地理院1/2.5万地形図「桜井」「畝久山」を編集

わが国における
社会資本の現状と評価

～社会資本の国勢調査・健康診断～

2007年9月13日
（社）土木学会 会長
石井 弓夫
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利根川の東遷
利根川の東遷

江戸時代 現在

出典：大利根百話／建設省関東地方整備局監修、S62.11 をもとに編集
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社会資本の分類

基本的な社会資本
水 （河川、上下水道、海岸など）

交通 （道路、鉄道、空港、港湾など）

都市 （土地利用、街路、地下空間など）

エネルギー （火力、原子力、水力、新エネルギーなど）

横断的な社会資本
環境 （生態系、水質、大気、地球温暖化など）

情報 （運用・維持・点検システム）

防災 （ハザードマップ、予・警報、災害保険など）

事業執行システム
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戦前から活きている遺産

交通
鉄道、一般道路

エネルギー
水路式発電

水（河川）
治水、港湾・航路

「植民地土木」
琵琶湖疏水 蹴上発電所

出典：京都市上下水道局HP
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戦災復興、災害復旧

ダム
上水道 → 小河内ダム

かんがい → 石渕ダム

発電 → 佐久間ダム

治水 → 五十里ダム

道路網整備
道路整備五ヵ年計画 小河内ダム

出典：日本水道新聞社発行 「近代水道百選」
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高度経済成長期
水資源開発基本計画
高速道路網計画
新幹線
エネルギー
臨海工業地帯

国土開発幹線自動車道
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高度経済成長から安定成長へ

環境破壊

公害病

第一次オイルショック

社会資本投資は1998年がピーク
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GDP・人口・社会資本投資の変遷
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「平成19年公共事業関係予算のポイント（政府案）」



公共事業関係費（国費ベース）
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出典：建設産業政策２００７（建設産業政策研究会最終報告書）
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先進国における社会資本整備の
投資水準
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平成17、18年は推計（内閣府資料及び政府経済見通しより推計（年度ベース））

欧米諸国：平成2～16年は実績（OECD National  Accountより）、平成17、18年は（EU経済金融常任理事発行資料による）



11

社会資本はこのままでいいのか？

自然災害が多く地形が急峻

外国との単純比較は不可能

不十分なストック

ナショナル・ミニマムに達せず

維持管理の軽視

「荒廃する日本」のおそれ
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自然災害による
死亡・行方不明者数
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5,868人中 伊勢湾台風で
5,098人

6,481人中 阪神・淡
路大震災で6,436人

（注） １ 1995年のうち、阪神・淡路大震災の死者については、いわゆる関連死912名を含む。

２ 阪神・淡路大震災の死者・行方不明者については、平成15年12月25日現在の数値。

資料） 平成17年度「防災白書」より作成
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今後30年以内に
大規模地震が発生する確率

今後30年以内に
大規模地震が発生する確率

根室沖

M7.9 30-40%

宮城県沖

M7.5 99%

三陸沖～房総沖
津波型M8.2 20%
正断層型M8.2 4~7%

与那国島周辺

M7.8 30%

安芸灘

～豊後水道

M6.7~7.4
40%

南海

M8.4 50%
東南海

M8.1 60%

東海

M8.0 87%

南関東直下

M6.7~7.2 70%

平成17年度「国土交通白書」より作成
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国民からの支持の低下の原因

マスコミをにぎわせたダム等の不要論

関係者の反コンプライアンス的行為

社会資本が一定の水準に達したという
誤解

土木技術者が発言しなかったこと
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社会資本の国勢調査・健康診断
の意義

客観的評価

公共事業の削減の結果は？

土木技術の社会貢献の明確化

土木技術者が発言
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海外の事例
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「荒廃する日本」のおそれ

Photo by Tom Ruen

ミネアポリス高速道路橋梁
崩落事故
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連邦交通省
Government Performance Project
（米国） でのミネソタ州の評価

Maintenance of the state’s roads in the last few years 
also has deteriorated in the face of inadequate funding. 
Many of Minnesota’s roads were designed in the 1950s 
and can no longer accommodate the larger trucks; and, of 
course, the projections for growth done in the 1950s are 
no longer valid and the design of much of the system 
needs to be upgraded. DOT admits that it does not have 
a formal bridge preventive maintenance program, but is 
working on developing one under its Highway System 
Operations Plan that is slated to be completed in 2004. 

橋梁の予防的維持管理プログラムがない
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ASCE

“Report Card” ASCE（米国）

2003年版ミネソタ州Report Cardでは、ミ
ネソタ州内の橋梁の16%が構造的欠陥があ
るかもしくは陳腐化していると指摘していた。
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ASCE

“Report Card” ASCE（米国）

A＝Exceptional

B=Good

C=Mediocre

D=Poor

F=Failing

2005年は、2001年と比較して、航空分野は“D”か
ら“D+”に向上。水道は“D”から“D-”にランクダウン。
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ICE
“The State of the Nation ” ICE（英国）

A＝Good

B=Fair

C=Average

D=Poor

E=Bad

・各分野について を評価している。
Grade
Change
Sustainability

・経年変化がわかるようにしている。
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SRA

Swedish Road Administration

“BaTMan”

1997 1999 2001 2003 2005
0

10

20

30

40

50

60

National Roads

Other Roads

Lack of Capital 
Value (LCV)＝BK

BK=Σ ＊APi Atot

Ki 1
i

BK ： Lack of Capital Value
Ki ： Cost of defective condition
APi ： Unit Price for replacement
Atot ： Surface area for the entire bridge stock
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SAICE

Report Card （南ｱﾌﾘｶ）
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EA
Report Card （豪州）
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(社)土木学会が社会資本の国勢
調査・健康診断を実施する意義

学術的・客観的な立場からの調査

社会資本の問題点を提起

適正な公共投資水準に関する議論
を喚起
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インフラの評価指標（道路）

暮らし
バリアフリー化率

無電柱化率 など

安全
橋梁の耐震補強率

死傷事故率

歩道の設置率 など

環境
ガソリンの消費量 など

活力
高規格道路利用率

渋滞による時間損失

道路改良率 など
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インフラの評価指標（河川）

環境
夏の水遊び利用者数

環境基準の達成割合
など

活力
年間河川空間利用
者数

「川の通信簿」の星の
数 など

暮らし
渇水発生回数 など

安全
洪水による氾濫から守
られる区域の割合

洪水ハザードマップ作
成市町村の割合 など
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土木学会によるインフラ国勢調
査・健康診断の方針

評価プロセスの公開

道路、河川、上下水道、鉄道、空港、港湾、
海岸、都市、エネルギー等を網羅

継続的に評価を実施する仕組み・体制

アウトカム指標

老朽化指標
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Thank you very much !
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